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今回の事業評価について
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 大阪府では、建設事業の効率性及び実施過程の透明性の一層の向上を図るため、建設事業評価を実
施している。

 河川事業・ダム事業については、大阪府河川整備審議会で事業評価を実施している。
（「大阪府河川事業・ダム事業の事業評価（平成28年7月 大阪府都市整備部河川室）」）

 樫井川水系新家川の事業については、H27年度に「樫井川水系河川整備計画（変更）」の審議をもって
事業再評価としており、再評価後5年を経過するため、R2年度に事業評価を実施するもの。

≪事業評価について≫

再評価（再々評価）

目的 事業継続の妥当性を判断するとともに、より効率的な実施方法等を検討する。

対象 総事業費10億円以上の事業

評価時期

・事業計画の大幅な変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❶
・事業採択後5年未着工、事業採択後10年継続
・再評価後5年継続毎（事業未着工のものは除く）
・総事業費の大幅な変更
・その他評価の必要が生じた事業

評価の視点

・事業状況（事業計画等の変更及び今後の進捗見通しを含む）
・事業を巡る社会経済情勢の変化
・費用便益分析等の効率性
・安全・安心、活力、快適性等の有効性
・自然環境への影響と対策

審議方法
❶の場合は、河川整備計画（案・変更案）の審議・了承
❷の場合は、再評価（再々評価）調査により審議

※「大阪府河川事業・ダム事業の事業評価（平成28年7月 大阪府都市整備部河川室）」より抜粋

❷



１．事業概要

樫井川流域

流域の概要

河川延長等一覧表
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流域市町：大阪府泉佐野市、泉南市、

田尻町、和歌山県紀の川市

指定区間延長：樫井川16.3km

新家川4.4km

流域面積 ：樫井川56.56km2

新家川11.70km2

流域内の土地利用は、下流～中流では
農地の占める割合が高く、上流では渓
谷の占める割合が高い。

流域には、歴史・文化・観光資産が多
く存在する。
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河川名
指定区間延長

（km）
流域面積
（km2）

樫井川 16.3km 56.56km2

新家川 4.4km 11.70km2



過去の水害

１．事業概要

3平成7年7月2日～5日 樫井川 母山橋上流左岸

発生年月 気象要因 被 害 状 況

昭和57年7～8月
豪雨

台風10号
樫井川水系の関係市町では、泉南市、泉佐野市で床上浸水3戸、床下浸水67戸に及んだ。

昭和58年5～7月 豪雨 樫井川水系の関係市町では、泉南市で床下浸水20戸に及んだ。

昭和63年6月 豪雨 樫井川水系の関係市町村では、泉南市で床下浸水10戸に及んだ。

平成元年8～9月 豪雨 樫井川水系の関係市町では、泉南市で床上浸水2戸、床下浸水1戸に及んだ。

平成5年2月 豪雨 樫井川水系の関係市町では、田尻町で床下浸水3戸に及んだ。

平成7年6～7月 豪雨 樫井川水系の関係市町では、泉南市、田尻町で床下浸水17戸に及んだ。

平成29年10月 台風21号 樫井川水系樫井川では、川原出橋上流右岸において護岸が被災した。

樫井川

平成29年10月27日 樫井川 川原出橋上流右岸



樫井川水系河川整備計画における主な事業内容

計画対象期間

計画策定（H2８年）から概ね30年

１．事業概要
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新家川 

整備対象区間 

L=約 0.1km 

整備対象区間平面図 JR阪和線橋梁付近航空写真

整備断面例（1.3km付近，JR阪和線橋梁下流地点）

河川名 整備対象区間 延長 整備内容

樫井川 ー ー 整備計画の目標である時間雨量80mm程度の降雨に対して整備は完了している。

新家川
JR阪和線下流
～新家川橋上流

（1.3㎞付近～1.4㎞付近）
約0.1㎞

河道改修（拡幅、掘削等による断面拡大）により治水機能の向上を図ります。
河道改修に伴い、現在施工中のJR橋梁、JR橋梁直上流の道路橋の架け替え等を実施し
ます。河道改修の際には、可能な限り自然環境への配慮に努めます。



H21年度～R1年度末までの実施状況

河川名 整備対象区間 整備延長 進捗状況

新家川
JR阪和線下流
～新家川橋上流

（1.3㎞付近～1.4㎞付近）
約0.1km 約0.05km完成

5

 樫井川水系（樫井川・新家川）のうち、本川樫井川は整備完了。
 新家川は、整備対象区間0.1kmのうち、下流0.05kmが完了し、

残り上流0.05km区間が整備未完了。

改修前（H21）

計画対象区間L=100m

 

新家川 

整備対象区間 

L=約 0.1km 

新家川JR阪和線付近 改修工事前後の状況

改修後（R2）

改修済み
L=約0.05m

１．事業概要

整備未完了区間 JR上流

JR阪和線

JR阪和線
JR阪和線

整備完了区間 JR下流

整備完了区間 JR下流



１．事業概要

区間 延長 内容
前回評価時
（Ｈ27年）

今回
（R2年）

増減

樫井川
水系

新家川
JR阪和線下流
～新家川橋上流

（1.3㎞付近～1.4㎞付近）
約L=０.１km

時間雨量80ミリ程度の降雨に
よる洪水を対象に整備する

約18.0億円 約20.6億円 ＋2.6億円
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事業費の変更

事業費の変更理由

 関係機関との協議を踏まえた迂回路設置等の仮設工法の変更等による事業費
および用地費の増加。（約1.9億円）

 社会的要因（人件費や消費税等の上昇）による事業費の増加。（約0.7億円）



２．事業の必要性等に関する視点

平成22年 平成27年 増減率
備考

2市1町 大阪府 2市1町 大阪府 2市1町 大阪府

人口 173,289人 8,865,245人 171,821人 8,839,469人 ▲1.0％ ▲0.3％ 国勢調査（Ｈ22,H27）よりH22比

世帯数
64,943

世帯
3,923,887

世帯
68,138

世帯
3,832,386

世帯
＋4.9％ ▲2.3％ 国勢調査（Ｈ22,H27）よりH22比

事業所数 7,686所 428,247所 7,351所 408,713所 ▲4.4％ ▲4.6％
大阪府統計年鑑（Ｈ22,H27）より
H22比

就業者数 82,133人 4,450,505人 76,708人 4,334,776人 ▲6.6％ ▲2.6％
大阪府統計年鑑（Ｈ22,H27）より
H22比

高齢者人口 38,060人 1,962,748人 43,119人 2,278,324人 ＋13.3％ ＋16.1％ 国勢調査（Ｈ22,H27）よりH22比

高齢者率 22％ 22% 25％ 26%
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河川名 【再評価時点 H27】 【再々評価時点 R02】

新家川
浸水想定面積：約8.0ha（平均浸水深約0.7m）

浸水家屋：約82戸

浸水想定面積：約12.1ha（平均浸水深約0.4m）

浸水家屋：約88戸

※河川整備基本方針で定められた１００年に１回の降雨規模の浸水面積・浸水家屋（世帯）

社会情勢について

洪水発生時の影響

２市１町（泉南市、泉佐野市、田尻町）

微地形を反映した地盤高の高精度化による氾濫シミュレーション精度の向上に伴い、浸水面積は増加したが、
着実な整備による治水安全度の向上により氾濫ボリュームは減少し、浸水深が低減している。



２．事業の必要性等に関する視点
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被害実績  樫井川水系においても治水事業を着実に進めていますが、未改修区間も残っており、
改修等により洪水に対する安全性を向上させる必要がある。

発生年月 気象要因
雨量

（岸和田観測所）
被 害 状 況

昭和57年7～8月 豪雨、台風10号 148mm/24hr 27mm/hr 樫井川水系の関係市町では、泉南市、泉佐野市で床上浸水3戸、床下浸水67戸に及んだ。

昭和58年5～7月 豪雨 82mm/24hr 54mm/hr 樫井川水系の関係市町では、泉南市で床下浸水20戸に及んだ。

昭和63年6月 豪雨 156mm/24hr 21mm/hr 樫井川水系の関係市町村では、泉南市で床下浸水10戸に及んだ。

平成元年8～9月 豪雨 155mm/24hr 41mm/hr 樫井川水系の関係市町では、泉南市で床上浸水2戸、床下浸水1戸に及んだ。

平成5年2月 豪雨 42mm/24hr 17mm/hr 樫井川水系の関係市町では、田尻町で床下浸水3戸に及んだ。

平成7年6～7月 豪雨 145mm/24hr 47mm/hr 樫井川水系の関係市町では、泉南市、田尻町で床下浸水17戸に及んだ。

平成29年10月 台風21号 179mm/24hr 18mm/hr 樫井川水系樫井川では、川原出橋上流右岸において護岸が被災した。

樫井川

平成29年10月27日 樫井川 川原出橋上流右岸



２．事業の必要性等に関する視点

9

 近年、全国的に甚大な被害が頻発しており、治水事業に対する関心が高まっている。
 大阪府域においても、近年、各地で洪水や高潮による被害の発生が見られる。

全国での近年の被害

近年の豪雨 被 害 状 況

平成27年9月
関東・東北豪雨
（台風第18号）

床上浸水1,925戸
床下浸水10,353戸

・鬼怒川など19河川で決壊
・宮城県、福島県、茨城県、栃木県を中心に浸水被害が多数発生

平成28年8月
北海道・東北豪雨
（台風第10号）

床上浸水241戸
床下浸水1,694戸

・小本川等37河川で決壊
・北海道、青森県、岩手県、宮城県を中心に浸水被害が多数発生

平成29年7月 九州北部豪雨
床上浸水366戸
床下浸水1,249戸

・福岡県、大分県を中心に浸水被害が多数発生

平成29年10月 台風第21号
床上浸水2,456戸
床下浸水3,426戸

・【大阪府】 大津川水系牛滝川で土砂崩壊が発生し河道が閉塞し、府道岸和田牛滝山
貝塚線が冠水。

平成30年7月 平成30年7月豪雨
床上浸水14,191戸
床下浸水20,629戸

・小田川など26河川で決壊
・岡山県、広島県、愛媛県を中心に浸水被害が多数発生

平成30年9月 台風第21号
床上浸水66戸
床下浸水505戸

・【大阪府】 淀川・淀川大橋で高潮による水位が堤防高を超過（防潮鉄扉閉鎖により浸水
回避）

令和元年10月 台風第19号
床上浸水33,237戸
床下浸水36,596戸

・千曲川など71河川で決壊
・関東、東北などの広範囲に浸水被害が多数発生

令和2年7月 令和2年7月豪雨
床上浸水6,985戸
床下浸水6,949戸

・球磨川など3河川で決壊
・九州、東北などの広範囲に浸水被害が多数発生

※令和2年7月豪雨の被害状況は、令和2年8月24日現在（内閣府HPより）

令和2年7月豪雨被害（球磨川）
出典：国土交通省九州地方整備局

【大阪府】平成30年台風21号による高潮（淀川）

出典：国土交通省近畿地方整備局

【大阪府】平成29年10月台風２１号による被災
牛滝川被災状況

平成29年10月23日撮影堤防の損傷と氾濫流による家屋倒壊が発生
（人吉市下薩摩瀬町）

牛滝川

土砂崩壊

牛滝川



名称 実施場所 内容

アドプト・リバー・上之郷 樫井川 川原出橋～長滝井堰 美化活動

アドプト・リバー・母山 樫井川 母山東橋～大井堰公園 美化活動

アドプト・リバー・樫井西 樫井川 明治大橋～樫井共同墓地 美化活動

アドプト・リバー・せんなん樫井川 樫井川 泉南市北野2丁目 美化活動

アドプト・リバー・サザンウェイブ 樫井川 南海線上流約300m～明治大橋 美化活動

２．事業の必要性等に関する視点

地域や関係機関との連携

 毎年1回、地域住民が中心となった「アドプト・リバー・プログラム」を実施。
 樫井川で、様々な主体（地域住民、団体等）との連携・協力により、美化活動を実施。
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※アドプト・リバー・プログラム：地元自治会や企業、市民グループ、学校などに河川の一定区間の清掃や美化活動などを継続的
に実施していただき、河川愛護に対する啓発や、河川美化による地域環境の改善、不法破棄の防止などに役立てることをねらい
とした取り組み。

アドプト・リバー・樫井西 アドプト・リバー・上之郷アドプト・リバー・せんなん樫井川
（地域住民等と連携した維持管理）
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２．事業の必要性等に関する視点

Ｂ/Ｃ

 「治水経済調査マニュアル（案）」（国土交通省水管理・国土保全局、令和２年４月）に基づい
て、被害軽減効果を河川改修事業の効果（便益）として算出を行った。

 被害軽減効果の算定にあたっては、費用や完成予定年の更新、評価基準年の更新、デフレ
ータの更新を行い、Ｂ/Ｃを算定した。

 被害軽減効果に治水施設の残存価値を加算し、便益とした。

 今回評価におけるＢ／Ｃは２．０となった。

河川名 項目
前回評価時
（Ｈ27）

今回評価
（R02）

新家川 B/C

・B/C=2.7

B= 45.510億円
C= 16.878億円
建設費 18.0億円
維持管理費 4.5億円

・B/C=2.0

B= 56.718億円
C= 27.871億円
建設費 20.6億円
維持管理費 5.1億円

マニュアル
「治水経済調査マニュアル（案）」（国土交通
省河川局、平成17年４月）

「治水経済調査マニュアル（案）」（国土交通
省水管理・国土保全局、令和２年４月）
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２．事業の必要性等に関する視点

対象降雨：時間雨量80ミリ程度（1/100）

R1年度 現在

○新家川は、時間雨量80ミリ程度の降雨による床上浸水を防ぐことを目標としている。
○樫井川水系では、新家川の未整備区間で洪水リスクが残っており、引き続き事業を実施す
る必要がある。

新家川

整備区間

事業着手時点

新家川

整備区間

※50mメッシュによる氾濫計算 ※25mメッシュによる氾濫計算



事業効果の定性的分析【安心・安全】

【安全・安心】
 当該事業箇所の近傍には、JR新

家駅のほか、小学校もみられ、駅
周辺の商店や住宅等を中心に人
通りが多く、学童の通学路にもな
っている。

 また、新家川の管理用通路は、上
流の住宅街の住民の通勤路とな
っている。

 事業箇所を横断するJR阪和線の

浸水による運行支障・停止は、周
辺地域への影響が大きい。

 また、近傍小学校は、泉南市の指
定避難所であり、安全な避難経
路の確保が必要な地域である。
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２．事業の必要性等に関する視点

新家川事業箇所（JR阪和線橋梁付近）の周辺平面図

事業箇所

小学校

小学校

JR新家駅

住宅街

浸水範囲

住宅街



事業効果の定性的分析【活力】

【活力】
 自助・共助・公助が一体となったコミュニティを形成し、市民、事業者、行政の連携による洪水等の災害リ

スク低減対策の推進と災害時の円滑な避難、防災基盤の強化やハザードマップの整備等により、流域住
民にとって安全な暮らしを実現し、活力あるまちづくりをめざす。
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２．事業の必要性等に関する視点

防災・安全フィールドワーク・キャラバン
「災害時の我が家の避難対応缶バッジ」作成の様子

完成イメージ

楠台自治会防災会 全体研修訓練会

八幡山地区
防災マップ

避難に関する
ハザードマップ資料

（泉南市）



事業効果の定性的分析 【快適性】
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２．事業の必要性等に関する視点

 地域住民等のニーズに応じて、樫井川の中流・上流部では、今後の維持管理等の際には、アドプト・リ
バー・プログラム等の活動時における河道内へのアクセスの改善等の河川空間の利用の向上が図れ
るよう、また、高水敷を有する樫井川の下流部では、関係機関等と連携し、地域住民が愛着を持てる空
間として高水敷の利活用が図れるよう努める。

アドプト・リバー・プログラム（美化活動）

大井関公園 樫井川かわまちづくりの概要

市内を流れる樫井川を中心に、サイクリングやウォーキングなどによる拠点
施設間の回遊性を高め、泉佐野南部公園付近では、水辺での神楽を実施して
いくなど、魅力ある水辺空間を創出し、観光振興の促進を図る。

樫井川かわまちづくり
泉佐野市の申請により、平成30年度に新たな「かわま
ちづくり」計画に登録

出典：国土交通省近畿地方整備局
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２．事業の必要性等に関する視点

事業効果の定性的分析 【環境に配慮した事項】

 河道改修に際しての自然環境への配慮とし
て、当該事業区間の河床落差部において、
緩傾斜式落差工の採用により、水生生物の
河道上下流移動が容易となるよう、上下流連
続性の確保に配慮している。 緩傾斜式落差工

上下流連続性に配慮した緩傾斜式落差工イメージ図

「樫井川水系河川整備計画H28.6」の【河川環境の整備と保全】より

（3）自然環境

樫井川では、水生生物の移動に配慮するため、水生生物の生息・生育状況の調査を行い、特に
回遊性魚類の種類、移動範囲等の把握に努めます。一方、農業用の取水堰や落差工等の河川横
断構造物の利用実態の把握に努め、今後の維持補修等の機会や、取水堰や落差工の改善の際
には上下流の連続性の確保に努めます。また、それ以外の落差工や取水堰においても、回遊性魚
類等の調査結果に基づき、簡易的な魚道等の設置について、設置箇所や構造等の検討を行い、
関係する利水関係者と調整を行ったうえで、可能な限り下流から設置する等上下流の連続性の確
保に努めます。

樫井川水系全体で瀬や淵、みお筋等の河川特有の自然環境が残る箇所については、今後の維
持管理等の際に、河床の平坦化を避け、みお筋の保全、瀬や淵の形成に配慮する等可能な限り
自然環境の保全を図り、動植物の生息・生育環境の保全・再生に努めます。



２．事業の必要性等に関する視点

事業の必要性等に関する視点 まとめ

現時点で再度、費用対効果を算出したところ、Ｂ/Ｃは２．０であり、
事業実施の妥当性を有する投資効果が確認できる。

高齢化の進展並びに気候変動など新たに社会情勢が変化する中
においても、自然災害に対する安全・安心の確保に向けた事業の
必要性には変化がないこと、地元市からも河川改修事業の進捗を
望まれていることから、本事業の必要性に変わりはない。
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３．事業進捗の見込みの視点
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○樫井川水系河川整備計画（変更）（H28.6策定）及び、大阪府都市整備中期計画（案）（H28.3改訂）
に位置付けて、事業を進めており、令和元年度末で、事業の進捗率は71％である。

〇これまでも、河道改修を推進し、治水安全度の向上に努めるなど着実に成果を上げており、早期完成
を目指し、引き続き事業を継続することが妥当である。

河川 項目 前回評価時 今回評価

新家川

①事業採択年度

②事業着工年度

③完成予定年度

①H21年

②H21年

③R02年

①H21年

②H21年

③R07年

進捗率（全体）※ 57％ 71％

※事業費ベースでの進捗率

４．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

○河川整備計画に基づく整備を予定しているが、残土の工事間流用等による更なるコスト縮
減や、より効率的な対策等について引き続き検討を行う。



河川防災情報の提供

 泉南市による「総合防災マップ」を作成し、ＨＰで公表。（Ｈ28年度末）
 泉佐野市による「もしもの時の防災ガイド（防災マップ・ハザードマップ）」を作成し、ＨＰで公表。（R元年度末）

泉南市「総合防災マップ」

１）各市町による洪水ハザードマップの作成

19

５．その他の特記事項

泉佐野市「防災マップ・ハザードマップ」



各土木事務所での洪水リスク表示図の開示状況

2）洪水氾濫・浸水の危険性の周知

 現況での洪水氾濫・浸水の危険性に対する地域住民の理解を促進するため、樫井川水系では洪水リ
スク表示図を開示。

 この表示図では、現況の河道で時間雨量50ミリ程度（約1/10）、時間雨量65ミリ程度（約1/30）、時間雨
量80ミリ程度（約1/100）、想定最大（概ね1000年もしくは約1/200）降雨時の4パターンの氾濫解析結
果を危険度（3段階）、最大浸水深（7段階）の2パターンで表示。
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大阪府 洪水リスク表示図（危険度）

５．その他の特記事項

河川防災情報の提供



3）大阪府などによる情報提供

緊急情報、避難勧告・指示、地震津波情報
などを提供しています。

 大阪府などでは、河川の氾濫や浸水に対して、流域関係市町と連携し、府民が的確に避難行動を取
れるよう河川カメラやリアルタイム雨量・水位情報を提供。

 新家川では、事業未完了区間に河川カメラを設置し、洪水時の監視を行っている。
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おおさか防災ネット
http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/index.html

大阪府都市整備部河川室 河川防災情報
http://www.osaka-kasen-portal.net/suibou/index.html

５．その他の特記事項

大阪府河川カメラ
http://www.osaka-pref-rivercam.info/

河川防災情報の提供



６．対応方針（案）

対応方針(案)

事業の必要性等

 現時点で再度、新家川の費用対効果を算出したところ、Ｂ/Ｃは2.0であり、事業実施の妥当性
を有する投資効果が確認できる。

 また、高齢化の進展並びに気候変動など新たに社会情勢が変化する中においても、自然災害に
対する安全・安心の確保に向けた事業の必要性には変化がないこと、地元市からも河川改修事
業の進捗を望まれていることから、本事業の必要性に変わりはない。

 樫井川水系河川整備計画（変更）（H28.6策定）及び、大阪府都市整備中期計画（案）
（H28.3改訂）に位置付けて、事業を進めており、令和元年度末で、事業の進捗率は71％であ
る。これまでも、河道改修を推進し、治水安全度の向上に努めるなど、着実に成果を上げてお
り、早期完成を目指し、引き続き事業を継続することが妥当である。

コスト縮減や代替案等の可能性

 河川整備計画に基づく整備を予定しているが、残土の工事間流用等による更なるコスト縮減や
より効率的な対策等について引き続き検討を行う。

事業の継続
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事業の進捗の見込み


